
一人一人の生産性を向上させ、企業の経営環境を改善
建設現場に携わる人の賃金の水準の向上を図るなど魅力ある建設現場に
死亡事故ゼロを目指し、安全性が飛躍的に向上

全体最適の導入
（コンクリート工の規格の標準化）

• 寸法等の規格の標準化された部材の拡大

施工時期の平準化
• ２カ年国債の適正な設定等により、
年間を通じた工事件数の平準化

i-Constructionの目指すもの

プロセス全体の最適化

今こそ生産性向上のチャンス

労働力過剰を背景とした生産性の低迷
• バブル崩壊後、建設投資が労働者の減少を上回って、ほ
ぼ一貫して労働力過剰となり、省力化につながる建設現
場の生産性向上が見送られてきた。

生産性向上が遅れている土工等の建設現場
• トンネルなどは、約５０年間で生産性を最大１０倍に向上。一方、土工
やコンクリート工などは、改善の余地が残っている。（土工とコンク
リート工で直轄工事の全技能労働者の約４割が占める）（生産性は、
対米比で約８割）

依然として多い建設現場の労働災害
• 全産業と比べて、２倍の死傷事故率（年間労働者の約

0.5%（全産業約0.25%））

予想される労働力不足
• 技能労働者約340万人のうち、約110万人の高齢者が10年間で離職
の予想

• 労働力過剰時代から労働力不足時代への変化が起こりつつある。
• 建設業界の世間からの評価が回復および安定的な経営環境が実現し始めている今こそ、抜本的な生産性向上に
取り組む大きなチャンス

ＩＣＴ技術の全面的な活用
• 測量・設計から施工・検査、さらには維持
管理・更新までの全てのプロセスにおいて
ICT技術を導入

i-Constructionについて


